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従来，核酸の細胞化学的な染色法として，フオイ
ルゲン染色， メチノレグリーンピロニン染色， アヅ
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いし黄色盤光は DNAによるものであることを示
し，細胞質の赤色蛍光は RNAによるものであるこ
とを見出した。その後， AO染色は主として癌の剥
離細胞診に盛んに応用されている。 この AO染色
を子宮頚陸部正常上皮組織，変化上皮組織，癌組織
K応用し，核酸の呈する鐙光色調の変化を観察し
7こ。更に，癌組織の浸潤性増殖度と AO染色によ
る癌細胞の鐙光所見との関連性並びに基質の線維芽
細胞の笹光所見との関連性について検討した。叉，
癌組織の浸潤性増殖度と基底膜の消失及び基質の変
化についての電子顕微鏡的所見との関連性について
も検討した。
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11 実験材料及び方法
外来患者の子宮頚臆部診査切除標本並びに，入院
手術した患者の摘出子宮を被検材料とした。症例数
は108例である。上皮内癌の疑いありと予め診断さ
れたものでは，子宮頚陸部全周にわたり数ケのブロ
ックに分割し，その各々について連続切片を作成し
た。叉頚癌として診断されて摘出した子宮では，病
巣部の中心を通るように割面を作り，中心部に近い
部分の連続切片を作成した。被検材料はアセトンラ
イアイスを入れたビーカ{壁は附着させ急速に凍結
し， -20oCのクリオスタット中にて厚さ 15μ の連 
続切片を作成した。 
直ちにガラスにはりつけ 95%エタノールにて固
定した。染色法は vonBertalanffyの腫塗沫標本
の染色法にほぼ従った。固定後は下降アルコーjレを
経て， 最後 50%ェタノーJレより水洗し， 1%酷酸 
30秒浸潰する。直ちに蒸留水中広て 30秒水洗し， 
0.01% AO溶液 (pH6.0リン酸緩衝液〉にて 15分
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間染色を行う。その後， pH 6.0リン酸緩衝液にて
ー 5分ずつ 3回洗糠し， O.lM塩化カルシウム溶液 
にて 10分ずつ 2回脱色分別して， pH 6.0リン酸緩
衝液を滴下して鏡検する。 蛍光装置は AHL250， 
光源フイノレターとして BG12，2枚使用し， 接眼
フイ jレターとして Y3を使用した。 フィルムは 
Anscochrome ASA 100を用い，露出時間は 40倍， 
100倍それぞれ 5秒， 10秒にて 2枚づっ撮影した。
鏡検の際，染色が適当であるか否かは間質の結合織
細胞の核，細胞質共に緑色蛍光を呈することを目標
にした。
電顕用被検材料は外来及び入院患者の子宮頚陸部
について， Punch Biopsyを行い直ちに細切した
後， 1%オスミウム液 (SCollidine Buffer pH. 
7.2R.調整〉に 1，. 2時間固定し， 以後上昇アルコ
ーJレにより脱水し， Propylen Oxide 30分2回， 
Eponとの等量混合液 1 2時浸潰し， Epoxyresin"， 
に包埋した。固定及び脱水操作は氷室 (40C) 内に
て行った。 ガラスナイフを用いて Porter Blum 
Microtome により超薄切片を作成し， 酷酸ウラニ
ウム， 酷酸鉛にてそれぞれ 20分間染色して鏡検し 
Tこ。
その他， AO染色と併せて必らず各症例とも連続
切片に於て HE染色を行ない， またメチjレグリー
ンピロニン染色を行った。必要に応じて鍍銀染色を
行った。 AO染色を行うと， DNA，RNAの存在
により特有な蛍光色調を呈するかを検討するため
に， DNase，RNase による消去実験を正常扇平上
皮組織，変化上皮組織，癌組織についてそれぞれ数
例づっ行った。 DNaseは蒸溜水 1cc K対して 0.2 
mgの割合で， RNaseは蒸溜水 1cc I乙対して 1 
mgの割合で完全に溶解した後， 370C の恒温器中
で30分， 1時間， 1時間半静置し，直ちに酵素を作
用させてない対照標本と共に AO染色を行った。 
111 実験成績 
DNase，RNase による消去実験の結果， DNase 
により核の緑色ないし黄色蛍光は消失し，固有蛍光
に近い緑色蛍光を呈している。 RNaseの作用では，
細胞質の赤色蛍光は消失した。乙の事実から，核の
緑色ないし黄色蛍光は DNAによるものであり，細
胞質の赤色蛍光は RNAによるものであることを
確め得た。被検材料は 108例で，その組織学的内訳
は正常扇平上皮組織 16例，異常上皮組織 14例，不
穏上皮組織 19例，異型上皮組織 9例(そのうち上
皮内癌組織 4例入頚癌組織 50例である。
1. 正常扇平上皮組織及び変化上皮組織の蛍光所
見について。 
a) 正常扇平上皮組織の蛍光所見。(附図 8)
基底細胞の核は強い黄色蛍光を呈しており，傍基
底細胞の核の黄色蛍光はやや減弱している。中間層
細胞になると核は黄緑色となり表層細胞では緑色と
なる。細胞質の蛍光をみると，基底細胞の細胞質の
赤色鐙光は，細胞質が少ないために，赤色蛍光は強
いが蛍光部分は少ない。傍基底細胞では細胞質の赤
色蛍光がやはり強く，蛍光部分も多くなっている。
中間層細胞で、は細胞質は赤褐色となり，表層細胞で
は褐色をへて緑色となる。 
b) 異常上皮組織の蛍光所見。
異常上皮組織は数層の細胞層からなり，これの鐙
光所見は正常扇平上皮組織の中間層までの蛍光所見
とほぼ一致している。即ち基底細胞の核は強い黄色
の蛍光を呈し，これより上の細胞で黄色笠光が極く
軽度に減弱している。細胞質は基底細胞，傍基底細
胞で強い赤色蛍光を呈するが，傍基底細胞でその赤
色蛍光部分が多い。それより上の細胞でも細胞質の
赤色鐙光は強く，蛍光部分も多い。間質には形質細
胞， リンパ球，多型核白血球の強い浸潤が認められ
る。形質細胞は強い細胞質の赤色蛍光lとより他の遊
走細胞と容易に鑑別できる。 
c) 不穏上皮組織の蛍光所見。
不穏上皮組織は間質内に Cく軽度に入りこんでお
り，叉腺管内lとも浸入している像がみられるが分化
傾向が強く，核の異型性は認められない。鐙光所見
では，基底細胞の核は強い黄色蛍光を呈し，傍基底
活胞でも黄色蛍光が存在し正常扇平上皮組織よりも
核の黄色蛍光を呈する細胞層がわずかに増してい
る。細胞質は基底細胞では強い赤色鐙光が存在する
が鐙光部分は少なく，傍基底細胞になると赤色蛍光
部が多い。中間層細胞でも赤色蛍光は強く，表層に
向うに従い褐色となる。最表層の細胞では核，細胞
質ともに緑色となっている。 
d) 異型上皮組織(上皮内癌組織を含めて。〉 の
蛍光所見。(附図 9，10) 
異型上皮組織には核の異型性が数層の細胞層に認
められる軽度のものから，全細胞層の核に異型性が
認められるものまで存在する。鐙光所見では，分化
傾向を示す軽度の異型上皮組織では核の強い黄色笠
光は数層の細胞層にまで認められ，それより表層に
向うに従い黄色の度合が減弱している。細胞質の赤
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色鐙光については，核の黄色鐙光が強い細胞層では 類した。即ち癌組織の浸潤性増殖度の程度はより
その赤色蛍光は認められるが，蛍光部分は少ない。 INFα 型， INFs型， 1NFr型に分類した。 INFα 
ζれより表層に向うに従い赤色蛍光部分が多くな 型は癌胞巣が互に連続性の増殖をしており，癌胞巣
〆一
、
、 ， 、  
、
一 + 一  
り，表層でわずかに緑色となる。分化傾向の認めら の巾及び基質の巾もほぼ一定で Fibroepithelialの
れない強度の異型上皮ないしは上皮内癌組織では， 性質の Korrelationの整然としているもの。(附図 
核は全細胞層で強い黄色蛍光を呈している。細胞質 1) INFs型は癌胞巣の連続性の増殖のほかに大
の赤色盤光の強さは，正常屑平上皮組織の基底細胞 きな癌胞巣より離脱した小癌胞巣が浸潤性不連続性
と同程度であり，その蛍光部分は少ない。そのため の増殖をしているもの。(附図 2) 1NFr ~は癌胞
に全細胞層に於て核の黄色蛍光が特に強く光ってい 巣の連続性の増殖のみならず，癌胞巣実質の巾もき
る。 わめて不規則で，基質の巾もきわめて不規則な浸潤 
2. 癌組織の浸潤性増殖度と蛍光所見との関連性 性不連続性の増殖の高度のもので離脱した大，中，
型一〈(一((一
一 
、 一一
について 小癌胞巣が多数認められる。(附図 3)
一 
、 一  
主として癌組織の浸潤性増殖度と癌細胞の核，細 以上の如く 50例の頚癌を分類した所， INFα 型
胞質の呈する鐙光所見，並びに基質中の線維芽細胞 は22例， INFs型 24例， 1NFr型4例で、あった。
つ 
の蛍光所見との関連性を検討した。 INFα 型 22例のうち A型は 10例で， B型は 12例
そのほか癌組織に於て，癌細胞の分化並びに変 であり， INFs型 24例中 A型は 3例で， B型は 21
性，壊死の際に，核，細胞質が特有な蛍光所見を示 例であり， 1NFr型4例はすべて B型であった。
型が多いAこの事から浸潤性増殖度の弱い例には こ。Tすことを観察し得 
a) 癌組織の浸潤性増殖度と癌細胞の呈する蛍光 傾向があり，浸潤性増殖度が強くなるにつれて B
所見との関連性について。 型が多い傾向を示した。(表 1) 
50例の頚癌組織について， AO染色を行い癌細胞 b) 癌組織の浸潤性増殖度と基質の線維芽細胞の
の核，細胞質の呈する鐙光を観察した結果，癌胞巣 蛍光所見との関連性について。
について 2種の鐙光像が認められた。癌細胞の核は 癌組織の基質中の線維芽細胞では細胞質が AO
黄色蛍光が強く，細胞質の赤色鐙光の強さは正常屑 染色により赤色蛍光を示す。癌組織の浸潤性増殖度
平上皮組織の基底細胞と同程度であり，その鐙光部 と基質中の線維芽細胞の赤色蛍光との関連性を検討
分が少なし1。そのため核の黄色鐙光が癌胞巣全体に した結果は表 1の通りである。 FR(ー〉は癌胞巣の
強く光っている。これを仮りに A型とする。(附図 周囲に，細胞質の赤色蛍光を呈する線維芽細胞の出 
11) 現が少ないもの。 FR (十〉は癌胞巣の周囲に，細
次l乙癌細胞の核は黄色よりも，むしろ撞黄色に傾 胞質の赤色蛍光を呈する線維芽細胞の出現が多く認
き，細胞質の赤色笠光が強く，且つ赤色蛍光部分が められるもの。 INFα 型で A型である 10例のう
多い。この場合癌胞巣は細胞質の赤色蛍光が特に目 ち， 7例は線維芽細胞の出現は少なく， INFα 型で
立って強く光っている。乙れを B型とする。(附図 B型である 12倒のうち， 11倒は多数の線維芽細胞 
12，13) の出現がみられた。 INFs型， 1NFr型になるにつ
癌組織の浸潤性増殖度については， HE染色標本 れて，線維芽細胞の出現が多数認められる症例数が
により，日本病理学会の胃癌組織分類委員会で決定 増加している。〈表 1) 
した INF (INFiltration) 分類にもとづいて分
表1. 癌組織の浸潤性増殖度と AO染色所見との関連性。 
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c) 癌細胞の分化及び変性，壊死の際の蛍光所見 く保Tこれている部分があり，これに隣接している線
について。 維芽細胞は細胞質の  Densityがかなり高く，細胞
分化している癌細胞では細胞質の赤色蛍光部分が 内にほぼ円形の空胞状のものが多数認められ，これ
多く，核の黄色蛍光は減弱し或は緑色を呈する。分 は脂肪頼粒であると推測される。(附図 17) 他の癌
化が更に進んでいる部分では細胞質は褐色蛍光とな 胞巣をみると同様に基底膜は良く保たれているが， 
L 癌真珠を形成している部分では，核，細胞質共 基底膜の一部分が消失しその部分より癌細胞の細胞
に緑色蛍光を呈している。癌細胞が変性に移行して 質の一部が基質に突出している像がみられ，叉基質
いる部分では，核はしばしば巨大核を示し，核は黄 中の謬原線維群の中にやや  Densityの高い物質が
。色ないし緑色蛍光を示す。細胞質の赤色蛍光は強 	 みられる。(附図 18) 更に他の癌胞巣をみると基底
く，その蛍光部分も多いが，所々赤色笠光が空胞状 膜は殆んど消失しており，極く一部l乙基底膜が認め
に欠損している。癌細胞が壊死に陥っている部分で られる。基底膜の消失している部分では癌細胞の細
は核，細胞質共に緑色蛍光を示す。 胞質の辺縁部が凹凸を示している。基質中の線維芽  
3. 癌組織の浸潤性増殖度と基底膜及び基質の変 細胞には管状の粗面小胞体が多数認められ，癌細胞
化についての電顕的所見との関連性について。 聞には細胞内小器官のやや不明瞭な  Densityの高
頭癌患者の手術前に  PunchBiopsyを行い電顕 い物質が存在する。(附図 19) 1NFr型の例では広
的材料を作成し，叉術後癌病巣部の光顕的標本を作 範囲に基底膜は消失し，基質内に癌細胞の細胞質が
成して，光顕的巳認め得た浸潤性増殖度の程度と基 自由に突出している。基質内には謬原線維は白い頼
底膜の消失及び基質の変化について電顕的に観察し 粒状にみえるが，その周囲にはかなり Densityの
得た所見との関連性を検討した。 高い物質が存在し，癌細胞より距離的に離れている  
INFα 型の例の鍍銀染色をみると癌胞巣に密接し 部分では謬原線維はやや多くなり， それに反して
て曙銀線維が配列しているのが多くの癌胞巣で認め  Densityの高まりが低くなっている。線維芽細胞は
られる(附図 4)0 INFs型の例では， INFα 型で 粗面小胞体が多いが，その形態には異常はみられな
みられるような曙銀線維が密接している癌胞巣のほ い。叉他の癌胞巣をみると， やはり基底膜は消失
かに，他の癌胞巣では辺縁部は凹凸lことみ，基質内 し，基質内の線維芽細胞は核，細胞質はやや  Den-
l乙癌細胞が突出している像がみられる(附図 5，6)0 sityが高く， 核膜は不明瞭となっている。謬原線  
1NFr型の例では，大部分の癌胞巣に於て，癌胞巣 維は不規則な大小不同の頼粒状に集合している。
と曙銀線維との聞が離関している(附図 7)。 
INFα 型の例を電顕的lこ観察すると，癌胞巣l乙接 
IV 考 按
する基底膜はかなり良く保たれている。 Acridine Orange (AO)は 1940年 Haitinger
基底膜l乙隣接する基質中の謬原線維の走行も比較 等により生体染色用蛍光色素として初めて見出され
的規則的であり，謬原線維の横紋もよく認められ た。 1956年 Armstrongω， von Bertalanffyc6，7) 
る。 しかし謬原線維群の中に極く軽度に  Density 等が固定組織細胞を酸性領域で  AO処理後，更に
の高い物質がわずかに存在している。(附図 14)。他 塩化カルシウムで分別する乙とにより，核は線色な
の癌胞巣をみると基底膜は同様によく保たれている いし黄色蛍光を，細胞質は赤色蛍光を呈し，それぞ
が，癌胞巣に隣接している基質中の線維芽細抱は れ DNA，RNA によるものであることを見出した。
核，細胞質ともに  Densityが高く，細胞質の中 それ以来，癌の剥離細胞診に応用され，特に婦人科
に不規則に拡張した空胞が認められる。更にこの 領域では躍塗沫標本による癌の早期診断に利用され
線維芽細胞に隣接している線維芽細胞の細胞質の 数多の報告があるく3人 9，11，21)。 
Densityは正常にちかく，しかし粗面小胞体の軽度 AOが生化学的に核酸と関連性を有することに
の拡張が認められる。(附図 15) 更に他の一部の癌 ついて  2 3の報告がある。  Beersω，5)は AO と"，，  
胞巣では，基底膜の一部が明らかに消失し，癌細胞  Polyadenyl酸との結合を分光学的に研究し，両者
の細胞質の一部が基質中に入りこんでいる。その部 結合して  465mμ に吸光ピークをもっ  Complex1 
分の細胞質の周囲には細胞内小器官の不明瞭な空胞 と， 502mμi乙吸光ピークをもっ Complex Iを生
状の部分が認められる。(附図 16) ずること，及び  PurineBaseよりも Phosphate-
INFs型の例では癌胞巣の基底膜はなほかなり良 group R.親和性の大きい事を認めている。  AOは
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DNAと結合して Complex I を生じ， RNAは
Complex 1と I を生ずるが Mg イオンはこの
Complex Iを減少させる効果をもっている。核の
緑色鐙光は Complex I が生じた結果であり， 細
胞質の赤色鐙光は Complex 1のためであるとの
べている。 AO染色K於て塩化カルシウム液で分
別する乙とは Mgイオンと同じく RNAの Com-
plex I を減少させ， そのため Complex 1 によ
る赤色蛍光が著明に出現すると考えられる。 Wolf
& Aronson(24)は培養細胞に AO染色を行い， 生 
きている細胞では RNAは Ribonucleoproteinと
して存在するが，細胞が紫外線により傷害されると
RNAと ProteinK分離し， そのうちの RNAと
AO は結合して赤色蛍光を示す。固定した細胞で品目
胞質が赤色蛍光を呈するのは同様な理由によるとい
っている。 Lerman(lS)は， AOは DNAのらせん 
軸に対して垂直に結合するといっている。以上のよ
うに核の緑色ないし黄色鐙光は DNAによるもので 
あり，細胞質の赤色鐙光は RNAによるものと考え
られるが，著者は DNase，RNaseを用いて消去実
験を行ってこの事実を確認できた。 しかし RNase
の消去実験で Mastcell及び軟骨細胞の細胞質の赤
色鐙光は消去?きなかった。
子宮頚腫部正常屑平上皮組織，変化上皮組織，癌 
組織についてメチルグリーンピロニン染色及びアヅ
-)レ B染色を施行した結果について数多の報告が
ある叫14，15，16)。正常扇平上皮組織では基底細胞の細
胞質にピロニン陽性物質が多く，上皮内癌，癌組織
ではピロニン陽性物質が増量しているという報告が
されている。著者は AO染色によると，基底細胞，
傍基底細胞の細胞質の赤色蛍光の強さには相違はみ
られなかったが，基底細胞の細胞質の赤色蛍光部分
は非常に少なく，傍基底細胞で赤色鐙光部分の増大
がみられた。 AO染色の結果から考えると，傍基底
細胞に RNAが量的に多いのではないかと想像さ
れる。 Buchnerはマウス皮膚の正常扇平上皮組織
の基底細胞が分裂すると， 2ケの娘細胞となるが，
1ケの娘細胞は細胞質に RNAが多く， そのため
核の DNA合成は停止し分化してゆくが， 他の 1
ケの娘細胞は RNAが少なく基底層にとどまり核
DNA合成を経続して更に分裂をくりかえすとのべ
ているのは興味深いことである。
Frampton(12)は子宮頚陸部正常屑平上皮組織，
変化上皮組織，癌組織Kついて AO染色を行った
細胞と同程度の強さの赤色笹光を認め，赤色蛍光の 
強いものはわずかに 5例であった。癌組織では未分 
化型の癌組織では 3例とも赤色蛍光の増強を認め，
分化型の癌組織では 7例中 5例が増強しており，他
の2例は赤色蛍光の強さは正常扇平上皮組織の基底
細胞と同程度であった。癌組織のうちにも細胞質の
赤色蛍光の強いものと号車、ものとが存在することを 
示しているゐ佐々木，林，家森(20)等の肺癌の電子
顕微鏡的研究によると同一症例の中で腫蕩細胞には 
TypeA，TypeBの2種類があり， TypeAは細胞
の形状は単純で大きさは小さく細胞内小器官に乏し
く RNA頼粒の少ない型の癌細胞であり， TypeB 
の癌細胞は長楕円形ないし不規則な形を示し細胞直 
径も大きく叉細胞内小器官民とみ RNA頼粒の多い
種類である。
TypeAの癌細胞は未熟型であり， TypeBは成
熟型で， TypeA の癌細胞は Epidermoid， non 
Epidermoid VC分化する能力をもっているという。
このことは癌細胞にも比較的細胞質の RNA頼粒の
少ない型と，細胞質の RNA頼粒が多量に存在する
型の癌細胞があることを示している。 Buchner(S)は
メチ Jレコラントレンによるマウスの皮膚の発癌過程
について，まず細胞質の RNA及び蛋白が崩壊し，
feedback系の働きにより核内 DNA合成が行われ
細胞分裂が生じる。乙の変化がくりかえし行われる
ことがやがて癌性増殖に移行することをのべてお
仇前癌性過程に於て細胞質内 RNA及び蛋白が減
少することを示唆している。著者は上皮内癌組織，
癌組織の浸潤性増殖度の弱い例では，細胞質の赤色
笹光の強さは正常扇平上皮組織の基底細胞と殆んど
変りなく赤色鐙光部分も少ないが，更に時期を経た
癌組織では細胞質の赤色蛍光も強く蛍光部分も増大
していた。
次に核の黄色蛍光について考えてみると，子宮頚
陸部正常扇平上皮組織では基底細胞に核の黄色蛍光
が強く，異型上皮組織，上皮内癌組織の順に核の黄
色蛍光を呈する細胞層が増してゆき，特に上皮内癌 
組織では全層の細胞に於て核の黄色蛍光が強い。癌
組織でも癌細胞の核の黄色ないし澄黄色蛍光が強い
ことが観察された。 vonBertalan妊y(7)は増殖して 
いる細胞では核の黄色蛍光が強いことをのべてい
る。 
子宮頚癌組織の電子顕微鏡的研究は於て，癌胞巣
の基底膜の消失，癌細胞の基質内への浸入及び基質
結果，異型上皮組織では 18例中 13例に正常の基底 ，10みられるく3，._2の変性像について観察した報告が 
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m。滝沢(22，23)は悪性腫虜組織の基質について光顕
的観察により Mesenchymodystrophie及び-Lyse
なる概念を提唱した。小林(17)はこれを子宮頚癌組
織について電子顕微鏡下で観察し，基質の変性，崩
壊叉基底膜の消失，基質内への癌細胞の浸入像を観
察している。大久保は(19)子宮頚癌の基質の性状よ
り C，P，L R.分類し，これと電子顕微鏡的所見と 
の関連性をみている。 C型では基底膜の消失はみら
れず， t:t:'間質側に存在する謬原線維に電子密度の
濃淡差，配列の不規則を認めている。 P型では多く
の部位で基底膜が消失し，消失部より癌細胞の細胞
質が突出している像を観察しており， L型に属する
ものではより広範囲に基底膜の消失があり，消失部
附近に電子密度の高い横紋の消失した穆原線維群を
認めている。著者は子宮頚癌組織をその浸潤性増殖
度lとより INFα 型， INFs型， 1NFr型に分類し，
その光顕的所見と基底膜及び基質についての電子顕
微鏡的所見との関連性について検討し，これらの間
K密接な関係がある乙とを認めた。即ち， INFα 型
では，多くの癌胞巣で基底膜は良く保7これており，
極く一部陀基底膜が消失し癌細胞が基質に入りこん
でいる。 ζの事は癌胞巣が将来不連続性の浸潤性増
殖を起す最初の現象であると思われる。一方基質の
変化は軽度であった。 INFs型では基底膜が良く保
たれている癌胞巣が存在し，一部l乙基底膜の消失が
みられ癌細胞が基質に突出しており，更に他の癌胞
巣では広範囲に基底膜の消失がみられた。 1NFr型
では殆んどの癌胞巣で基底膜は消失しており，基質
の変化も強く認められ，不連続性浸潤性増殖を示す
癌胞巣が多数存在していると推測される。
以上子宮頚癌組織の浸潤性増殖度と AO染色に
よる蛍光所見並びに電子顕微鏡的所見について総括
して考えてみると，浸j間性増殖度が強い例では，細
胞質の赤色蛍光は強く，電顕的lとも基底膜の広範囲
の消失及び基質の強い変化が観察された。癌細胞の
核酸及びそれに関連した蛋白合成が盛んになるため
に基底膜の消失が起るのかは不明であるが癌組織の
核酸と浸潤性増殖度とは密接な関係があることが想
像された。 
V 結 論 
1) AO染色による核の緑色乃至黄色鐙光は 
DNAによるものであり，細胞質の赤色鐙光は 
Mastcell及び軟骨細胞を除いて RNAによるもの
であることを確認できた。
2) 子宮頭陸部正常上皮組織，変化上皮組織の蛍
光像の変化を観察し，分化傾向の少ない上皮組織と
なる程，核の黄色鐙光を呈する細胞層が増してい
る。上皮内癌組織では全層の細胞に於て，核の黄色
蛍光が強い。 
3) 癌組織の浸潤性増殖度の弱い例では，癌細胞
の核の黄色笠光が強く，細胞質の赤色蛍光は比較的
弱く蛍光部分も少ない傾向がみられ，浸潤性増殖度
の強い例では，癌細胞の核は澄黄色を呈し細胞質の
赤色笠光は強く笠光部分も多い傾向がみられた。基
質中の線維芽細胞については，浸潤性増殖度の弱L可
例では，細胞質が赤色笠光を示す線維芽細胞の出現
は少なく，浸潤性増殖が強くなるにつれて，線維芽
細胞の出現が多数認められた。
の 癌組織を電子顕微鏡的に観察すると，浸潤性
増殖度が弱い例では，癌胞巣の基底膜は比較的よく
保たれており，一部に基底膜の消失及び癌細胞の基
質への突出像が認められ，叉基質では線維芽細胞， 
謬原線維の変化は軽度であった。浸潤性増殖度が強
い例では，広範聞の基底膜消失及び腰原線維，線維
芽細胞の変化が強く認められた。
稿を終る[乙臨み，終始御懇篤なる御指導と御
校閲を賜わった恩師産婦人科学御園生雄三教授
並びに病理学滝沢延次郎教授に探く感謝いたし
ますと共 lむ本研究のために，種々御教示を頂
いた解剖学永野講師及び喰代技師 l乙篤く御礼申
し上げます。又忙しい折，御協力して頂いた産
婦人科学教室並びに病理学教室の諸先生に深く
感謝の意を表します。
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附図説明
附図 1 子宮頚癌組織， INFα 型。 HE染色  x40 
附図 2 子宮頚癌組織， INFs型。離脱した小癌胞巣(i印〉を認める。 HE染色  X40 
附図 3 子宮頚癌組織， 1NFr型。 HE染色  x100 
附図 4 子宮頚癌組織， .INFα 型。噌銀線維は癌胞巣  l乙密接している(↑印〉。鍍銀染色 x100
附図 5 子宮頚癌組織， INFs型。癌胞巣辺接部は凹凸にとむ。鍍銀染色  x100 
附図  6 附図  6の強拡大。癌細胞の細胞質が基質に突出している(↑印)0 X400 
附図 7 子宮頚癌組織， 1NFr型。噌銀線維と癌胞巣との関係が密接でない。  X100
附図 8 子宮頚睦部正常扇平上皮組織。  AO染色  x40 
附図 9 子宮頚陸部異型上皮組織。 AO染色  X40 
附図  10 子宮頚陸部上皮内癌組織。 AO染色  X40 
附図 11 子宮頚癌組織， INFα 担。蛍光所見  A型。 AO染色  X100 
附図 12 子宮頚癌組織， INFs型。蛍光所見  B型。 AO染色  x100 
附図 13 子宮頚癌組織， 1NFr型。壁光所見  B型。 AO染色  x100 
附図  14 子宮頚癌組織， INFα 型の電顕像。基底膜  (BM)は良く保たれている。 謬原線維  
(CF)の走行も規則的である。基底膜の直下に  Densityの高い物質  (DS)がわず
かに言志められる。 x12500 
附図 15 子宮頚癌組織， INFα 型の電顕像。基底膜  (BM)は比較的良く保たれている。 線
維芽細胞  (FB)は核，細胞質ともに  Density高く， 細胞質中 Jζ空胞状  (V)のも
のが認められる。これに並んでいる線維芽細抱  (FB)は細胞質の Densityは正常
に近く，組面小胞体の拡張を認める。  x10700 
附図 16 子宮頚癌組織， INFα 型の電顕像。 基底膜  (BM)は保たれているが一部基底膜が
不連続性となれその部分〈↑印〉より癌細胞  (CC)が基質中  l乙突出している。そ
の周囲には細胞内小器官の不明瞭な空胞  (V)が認められる。 x11700
附図 17 子宮頚癌組織， INFs型の電顕像。基底膜  (BM)は保たれている。基質中の線維芽
細胞  (FB)は細胞質の  Density高く，脂肪顎粒  (F)が多数認められる。 x15200 
附図  18 子宮頚癌組織， INFs型の電顕像。 基底膜  (BM)の一部が不連続性になりその部
分〈↑印〉より癌細胞 (CC)が基質中lζ突出している。躍原線維の周囲には  Density
の高い物質  (DS)が存在している。 x14600 
附図 19 子宮頚癌組織， INFs型の電顕像。基底膜は極く一部分にのみ存在している(I印〉。
癌細胞聞には  Densityの高い物質  (DS)が認められる。線維芽細胞は粗面小胞体
が多い。 x11900
附図 20 子宮頚癌組織， 1NFr型の電顕像。基底膜は全く消失している。癌細胞  (CC)に接
して謬原線維の周囲に  Densityの高い物質  (DS)が存在し，癌細胞よりやや離れ
た部分で謬原線維  (CF)の多い部分では  Densityが低くなっている。 x10300 
附図 21 子宮頚癌組織， 1NFr型の電顕像。基底膜は全く消失している。線維芽細胞  (FB)
は核，細胞質ともに  Density高く，核膜も不明瞭となっている。謬原線維  (CF)
は顎粒状に集合し，その周囲は  Densityが高くなっている。 x13700 
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